
「 出 る 杭 」を 育 て る

失われた１０年と言われる中，大学にある知

的資産の産業への移行推進にむけた種々の施

策がとられている。「産学官」だという。従

来型の日本の産業は冷戦構造と日米安保の枠

組みで成長し「政産官の鉄のトライアング

ル」，「ジャパンアズナンバーワン」などとい

われ，「学」などどこにも出てこなかった。

ずいぶんな変わり様である。情報通信技術，

コンピュータ，インターネット等のインフラ

の提供などの背景から A pple， Silicon

Gr a ph ics， WWW， Netsca pe， Y a hoo，

Micr osoft といった新しい企業が８０－９０年代

に現れ，世界の様相をすっかり変えてしまっ

た。一方，生命科学の遺伝子，分子レベルへ

の急速な進歩，ヒト遺伝子の塩基配列解読も

ＤＮＡの二重らせん構造の発見（１９５３年）か

ら５０年で達成されている。基礎研究の進歩の

みならず，コンピュータ演算能力向上，分析

技術のマイクロ化と自動化があったからこそ

である。そしてＩＴは多くの若者の「ひらめ

き」とそれを見抜く投資家と１－２年での開

発戦略にほぼすべてがかかっている。決断と

スピードで勝負がきまる。これと違ってバイ

オ分野では「シーズ」のほとんどは大学にあ

る。研究成果には長い時間と実績が必要だか

らである。しかも，新薬等の市場への可能性

は限りなく小さく，１０－１５年と長く，リスク

とコストが大きい。いわゆる「死の谷」であ

り，バイオでもっとも成功した A m genでさ

えも，会社設立から１０年の時間と数百億円の

投資を受けてようやく製品が市場に出たので

ある。この商品の市場が，そのとき，そこに

あったのである。ＩＴベンチャーには「死の

谷」はない。目利きと開発への決断と投資。

勝負は１－２年。普通の企業でいつでもして

いることである。勘違いしてもらってはこま

る。

大学発ベンチャーは大丈夫か

ところで「大学発ベンチャー」推進といっ

て５００社程度ができたという。結構なことで

ある。しかし，間違ってもらっては困る。大

学は教育がその使命，またなんの役に立つか

わからない科学研究をする唯一の場所である。

科学は自然の法則を探り，自然を理解したい

という人間の営みであって，その成果が役に

立つというためではない。しかし，結果とし

て人間の自然への理解が進むのである。万有

引力の発見，素粒子の発見，相対性原理の発

見等，これらの知識の積み重ねが後々に役に

立つのである。大学は知の創造の場であり，

自然の探求の場である。もちろん工学，医学

系は多くは現実の社会的問題を抱え，問題を

意識しているからこそ，研究の目標はより具
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体的であることが多い。そこから社会へのス

ムースな橋渡しをしようというのが，本来の

「ベンチャー」の目的である。大学と社会の

間の風通しをよくするのは結構なことである。

当たり前の話である。従来は，偏差値の高い

大学に入れば大企業は喜んで採用してくれた

し，また大学での猛勉強などは要求してこな

かった。会社で鍛えるからねと。また大企業

志向で安定，リスク回避，上司の言うことを

聞く素直な人材が求められていたのではない

か。「企業」志向ではあっても決して「起

業」など考えもしなかったし，教えもしな

かった。「起業」などという価値観は若者に

対して奨励もされてこなかった。社会の価値

観も産業も雇用も年金も税制も金融も，すべ

てが「ベンチャー」を奨励しない方向できた

のだから，「ベンチャー」が起こりにくいの

は当然である。「大学発ベンチャー」５００社と

いっても多くは成功しないのである。昔から

言っていたではないか，「七転び八起き」と。

これが本来の姿なのである。「大学発ベン

チャー」がどれだけ生き残れるか。税制でつ

まずくところも結構出るだろう。

「出る杭」を応援しよう

日本でもベンチャーはある。当然「反体

制」である。ただ，日本では「保守派」「体

制派」から常にいじめられ，苦労は多い。な

にくその「反骨精神」である。クロネコヤマ

ト，京セラ，ソフトバンク等々であり，すっ

かり世の中を変えた。情報が国際化的な広が

りで共有される時代，ベンチャーは「出る

杭」である。「高い志」と「燃える炎」を

持っているのである。野茂であり，ナカタで

ある。そのあとを少しずつ，そろそろとあと

をついてくる人たちが出てくる。野茂から９

年経って初めて「松井」がメジャーに登場す

ると，日本では毎日の報道が「松井，イチ

ロー」なのである。「イチロー，松井」では

ないのである。なぜか。９年経ってようやく

「本家の長男」が広い世界に出かけたので心

配でしょうがないのである。日本中が「過保

護ママ」の心境なのである。こんなことでは

ベンチャーなどはおぼつかない。「出る杭」

を見つけ，温かい目で見る。他流試合に出か

ける志の高い燃える若者にこそ日本を変える

将来がある。今の日本は明治維新１０－１５年前

の徳川幕府と同じ状況ではないのか。大老，

御家老たちは何も決められずに先送りしてい

るうちに日本を囲む周りが変わり，明治維新

になる。そして旧体制派は退き，志の高い燃

える若者たちが大活躍する。そして世の中が

変わる。歴史は繰り返すのである。
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